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20142014年３月期年３月期 第２四半期第２四半期 の決算の決算概況概況20142014年３月期年３月期 第２四半期第２四半期 の決算の決算概況概況

３

連連 結結 決決 算算 のの 概概 況況

円安の影響もあり 売上高は前年同期比 ６億円の増収

（単位：億円）

・ 円安の影響もあり、売上高は前年同期比２２６億円の増収

・ 前期に固定資産売却益を計上しており、当期純利益は７２億円

１２/０９ １３/０９ 増減
前年

同期比
期初見通し

（通期）
進捗率

売 上 高 ３ ３５５ ３ ５８２ ２２６ １０７％ ７ ６４０ ４７％売   上   高 ３,３５５ ３，５８２ ２２６ １０７％ ７,６４０ ４７％

売上総利益
＜利益率＞

４１３
＜12.3%＞

４４９
＜12.5%＞

３５
＜+0.2%＞

１０９％ ９３４
＜12.2%＞

４８％

販売管理費 ▲３３２ ▲３６２ ３０ １０９％ ▲７４２ ４９％

営 業 利 益 ８１ ８６ ５ １０６％ １９２ ４５％

経 常 利 益 ８６ ９８ １１ １１４％ ２１０ ４７％

当期純利益 ８０ ７２ ▲８ ８９％ １４５ ５０％

為替レート ＠７８.９６ ＠９８.６４ ＠９５.００１９.６８円安

（ 1円あたりの為替変動による売上高および営業利益への影響）

４

（ あ り 為替変動 る売 高お び営業利 影響）
1円のドル円レート変動による影響額 13/09期実績に与えた影響額

売上高 約１８億円 ＋約３５７億円
営業利益 約０.４億円 ＋約８億円



地地 域域 （国（国 内・海内・海 外）別外）別 売売 上上 高高

売上高 ３ ８２億円売上高 ３,５８２億円（国内1,812億円、海外1,769億円）
前年同期比＋２２６億円（＋6.8％）<国内▲３５億円（▲1.9％）、海外＋２６２億円（＋17.4％）>

＜海外売上の地域別内訳＞＜国内・海外別売上高＞ ＜海外売 の地域別内訳＞

3,582

（単位：億円）

＜国内 海外別売 高＞
（単位：億円）

（V ＋17％）

4-9月
4-9月1-6月

4-9月 4-9月4-9月

（単位：％）

＜国内・海外別売上シェア＞

－ 海外売上比率は上昇（44.9％→49.4％）－

円安の影響もあり、全ての地域で売上が増加し、
海外売上比率が上昇。

５

海外売上比率が上昇。

セセ ググ メメ ンン トト 別別 売売 上上 高高

（単位：億円）

セグメント別売上高 セグメント別売上増減額

（前年同期比）
（単位：億円）（単位 億円）

６



セセ ググ メメ ンン トト 別別 売売 上上 総総 利利 益益

売上総利益 ： ４４９億円 ＋３５億円 ＋8.6％
＜売上総利益率：12.5％ ＋0.2％＞

600
セグメント別 売上総利益 (前年同期比）

機能素材 72億円 ▲1億円 ▲2 5％449

（単位：億円）

93
94

1
2

400

機能素材 72億円 ▲1億円 ▲2.5％

＜売上総利益率 ： 8.6％（＋0.2％）＞
449

413

117 131
33

42
93

200

加工材料 104億円 ＋12億円 ＋13.2％

＜同 ： 8.8％（＋0.2％）＞

74 72

92 104

200 電子 131億円 ＋13億円 ＋11.4％

＜同 ：18.1％（▲1.0％）＞

74 72
0

機能素材 加工材料
電子 自動車・ｴﾈﾙｷﾞｰ
生活関連 その他

12/09 13/09
自動車・ｴﾈﾙｷﾞｰ 42億円 ＋8億円 ＋26.4％

＜同 ： 8.7％（＋0.9％）＞

生活関連 その他

７

生活関連 94億円 ＋1億円 ＋1.9％

＜同 ： 25.8％（＋0.5％）＞

セセ ググ メメ ンン トト 別別 営営 業業 利利 益益

営業利益 ： ８６億円 ＋５億円 ＋6.4％

単 億

31

39
40

50

12/09 13/09

機能素材 22億円 ▲3億円 ▲11.7％

（単位：億円） セグメント別営業利益（前年同期比）

25

17

31

19
22

18
14

20

30

加工材料 18億円 ＋1億円 ＋8.9％

5
8

14

0

10
電子 39億円 ＋8億円 ＋28.3％

自動車・ｴﾈﾙｷﾞｰ 8億円 ＋2億円 ＋46.9％

▲17
▲16

20

-10

自動車 ﾈﾙｷ 億円 億円

生活関連 14億円 ▲5億円 ▲27.6％

-30

-20

機能素材 加工材料 電子
自動車・ その他・

全社共通・生活関連機能素材 加工材料 電子
ｴﾈﾙｷﾞｰ

全社共通
連結消去

８

生活関連



営営 業業 利利 益益 増増 減減 要要 因因

（単位：億円）

100

国内減益 ▲

国内増益 ＋８
ｽﾏﾎ・ﾀﾌﾞﾚｯﾄ関連部材販売増加

海外減益 ▲０
北東ｱｼﾞｱにてｽﾏﾎ・ﾀﾌﾞﾚｯﾄ関連増加
ｶﾞﾗｽ薄型加工ﾋﾞｼﾞﾈｽ低調
中国新会社立上げ遅れ

国内減益 ▲６
㈱林原にて一般管理費増加
酵素事業における減価償却費増加

海外増益 ＋１
北東ｱｼﾞｱ及び欧州にて
㈱林原製品関連販売増加

90

+8
▲3

+2
▲5 +0.8

国内減益 ▲２
ﾅｶﾞｾｹﾑﾃｯｸｽ㈱製品が減少

海外増益 ＋０

中国新会社立上げ遅れ ㈱林原製品関連販売増加

80 +1▲3
86

国内減益 ▲０
機能性ﾌ ﾙﾑ ｼ ﾄ販売が減少

国内増益 ＋０
自動車（ｴｺｶｰ等）関連部材増加

海外増益 ＋１
主に東南ｱｼﾞｱ・北米において
自動車関連部材販売増加

60

70 81 機能性ﾌｨﾙﾑ・ｼｰﾄ販売が減少
赤字製造子会社で利益改善

海外増益 ＋０
主に東南ｱｼﾞｱを中心とした
樹脂販売が増加

50

60

12/09期 13/09期機能素材 加工材料 電子
連結消去

本部・その他
自動車・

エネルギー
生活関連

９

：プラス要因
：マイナス要因

経経 常常 利利 益益 ・・ 当当 期期 純純 利利 益益

経 常 利 益 ９８億円 ＋１１億円 ＋13 ％経 常 利 益 ： ９８億円 ＋１１億円 ＋13.7％

当 期 純 利 益 ： ７２億円 ▲８億円 ▲10.9％
（単位：億円）

100
（単位：億円）

9875

86
80

72
50

72

25

00

１０

経 常 利 益 当 期 純 利 益

12/09 12/09 13/0913/09



主主 なな 貸貸 借借 対対 照照 表表 のの 増増 減減
（単位：億円）（単位：億円）

《資産》 １３/０３ １３/０９ 増減 《負債及び純資産》 １３/０３ １３/０９ 増減

流動資産 計 ３,０５７ ３,１２６ ＋６９ 流動負債 計 １,６５８ １,６５１ ▲６

現金及び預金 ４６６ ４２６ ▲４０ 支払手形及び買掛金 １ ０７９ １０７８ ▲１現金及び預金 ４６６ ４２６ ▲４０ 支払手形及び買掛金 １,０７９ １,０７８ ▲１

受取手形及び売掛金 １,９６０ ２,０８０ ＋１２０ 短期借入金 ３５４ ３５０ ▲４

棚卸資産 ５１８ ５１１ ▲６ その他流動負債 ２２４ ２２３ ▲０

その他流動資産 １１１ １０７ ▲４ 固定負債 計 ８３１ ８８０ ＋４９

固定資産 計 １,８０９ １,８９３ ＋８３ 長期借入金 ３２６ ３２７ ＋１

有形固定資産 ６０９ ６１３ + ３ 社債 ３００ ３００ ±０

無形固定資産 ５５２ ５４３ ▲９ 退職給付引当金 １０２ １２７ ＋２４

投資有価証券 ５６８ ６５１ ＋８２ その他固定負債 １０２ １２４ ＋２２

その他固定資産 ７８ ８４ ＋６ 負債合計 ２，４８９ ２,５３２ +４３

株主資本 ２,１１７ ２,１６７ +４９

（うち自己株式） （▲ ７１） (▲６９) (＋１)

有価証券評価差額金 １７９ ２３８ ＋５８

為替換算調整勘定 ▲１２ ▲１ ＋１１

退職給付に係る調整累計額 - ▲４ ▲４

純資産合計 ２，３７８ ２,４８７ +１０９

１１

（自己資本比率） （46.9%） （47.8%） (+0.9% )

資産合計 ４，８６７ ５,０１９ + １５２ 負債及び純資産合計 ４，８６７ ５,０１９ +１５２

キキ ャャ ッッ シシ ュュ ・フ・フ ロロ ーー のの 状状 況況

◆ 営業キャッシュ・フロー：売上の増加に伴う運転資金の増加９６億円があったものの、税前利益１０５億円や
減価償却費の足し戻し４１億円等があり４３億円の収入

◆ 投資キャッシュ・フロー：投資有価証券の売却１３億円があるも、有形固定資産を３６億円取得

◆ 財務キャッシ フロ 長期借入金の返済４５億円や配当金の支払１６億円等により３４億円の支出
（単位：億円）

◆ 財務キャッシュ・フロー：長期借入金の返済４５億円や配当金の支払１６億円等により３４億円の支出

１３/０９ 主な内訳 １２/０９

営業活動による 税前利益 ＋１０５ 億円営業活動による

キャッシュ・フロー
＋４３

減価償却費 ＋４１ 億円

のれん償却費 ＋８ 億円

運転資金 ▲９６ 億円

法人税等 ▲ ３３ 億円 等により

+ ８９

投資活動 る 有形固定資産の取得 ▲ 億円投資活動による

キャッシュ・フロー ▲４５
有形固定資産の取得 ▲３６ 億円

出資金の取得 ▲１１ 億円

投資有価証券の売却 ＋１３ 億円 等により

▲４９

財務活動による

キ シ ▲

短期借入金の純増減額 ＋２４ 億円

長期借入金による収入 ＋５ 億円
＋ ３キャッシュ・フロー ▲３４

長期借入金による収入 ＋５ 億円

長期借入金の返済 ▲ ４５ 億円

配当金の支払い ▲ １６ 億円 等により

＋７３

現金及び現金同等物の増減 ▲３８ 現金及び現金同等物に係る為替差額 ▲２億円含む ＋１０２

新規連結に伴う現金

及び現金同等物の増減
＋１

川合肥料㈱＋１億円

㈱デジタルワイヤーテクノロジー＋０億円 ＋９

現金及び
４２０

貸借対照表上の現預金残高４２６億円－内３ヵ月超の定期預
金残高６億円 ４２０億円 ４３３

１２

現金同等物の期末残高
４２０ 金残高６億円＝４２０億円 ４３３



（単位：百万円）

主主 なな 連連 結結 子子 会会 社社 のの 業業 績績
（単位：百万円）

社 名 売上高
前年

同期比
営業利益

前年

同期比
当期純利益

前年

同期比

単体 長瀬産業 220,459 102% 1,705 146% 6,421 79%

製造

林原 11,751 93% 2,284 79% 2,417 92%

ナガセケムテックス 13,127 99% 1,303 89% 793 111%

会社 Pac Tech（欧州） 1,458 120% 213 96% 145 85%

製造会社計（注１） 45,975 103% 3,454 74% 2,918 89%

ナガセプラスチックス 15 390 104% 227 130% 136 138%

国内
販売
会社

ナガセプラスチックス 15,390 104% 227 130% 136 138%

ナガセケミカル 7,994 100% 101 99% 57 99%

ナガセビューティケァ 2,705 101% 78 98% 31 123%会社

国内販売会社計（注１） 41,468 103% 663 120% 432 134%

長瀬香港有限公司 32,708 114% 913 170% 793 181%

海外
販売
会社

ナガセタイランド 16,287 113% 569 124% 456 134%

長華塑膠股份有限公司
+他グループ２社（注２）

24,481 131% 700 104% 783 156%

海外販売会社計（注１） 161,903 118% 3,827 132% 3,592 170%

１３

※注１） 各カテゴリの合計は、対象会社の単純合算値であり、連結決算数値と一致いたしません。

注２） 長華塑膠股份有限公司+上海華長貿易有限公司+長華国際貿易（深圳）有限公司：Ｐ35参照

20142014年３月期年３月期 業績業績見通し見通し20142014年３月期年３月期 業績業績見通し見通し

１４



20142014年年３月期３月期 業業 績績 見見 通通 しし
＜下期概況＞

（単位：億円）

＜下期概況＞
自動車関連事業やOA・家電等向け樹脂販売及び㈱林原製品の販売は好調持続するも、
電子関連事業（ｽﾏﾎ・ﾀﾌﾞﾚｯﾄ関連、ｶﾞﾗｽ薄型加工）の減速や一部国内製造会社にて厳しい
採算が続く見通し （単位：億円）

上期実績 下期予想
通期見通し

(修正)
前期比

１４／０３
１３／０３

実績
１４／０３

当初見通し

売   上   高 ６，６６２ ７，６４０ ３，５８２ ３，６６８ ７，２５０ １０９％

売上総利益 ８２５ ９３４ ４４９ ４５５ ９０４ １１０％
＜利益率＞ ＜12.4％＞ ＜12.2％＞ ＜12.5％＞ ＜12.4％＞ ＜12.5％＞

１１０％

販売管理費 ６７０ ７４２ ３６２ ３８５ ７４７ １１１％

営 業 利 益 １５５ １９２ ８６ ７１ １５７ １０１％

経 常 利 益 １７９ ２１０ ９８ ８４ １８２ １０２％

当期純利益 １４１ １４５ ７２ ４６ １１８ ８３％

１株当たり年間配当金 ２６円 ２８円 １４円 １４円 ２８円 -

１５

１株当たり年間配当金 ２６円 ２８円 １４円 １４円 ２８円

想定為替レート(1US$） ８３.３円 ９５.０円 ９８.６円 ９７.８円 ９８.２円 -

20142014年年３月期３月期 セグメント別見通し（前期比較）セグメント別見通し（前期比較）

＜セグメント別 売上見通し＞ ＜セグメント別 営業利益見通し＞

前期実績と比較し、全体で増収増益となる見通し

3,000
13/03

14/03
90

13/03

14/03

（単位：億円） （単位：億円）

2,142

2,400

2,000

2,500

43

64

40
46

40

69

50

70

1,645

1,700

1,4201,500

3

31

7

4040

15

2730

1,274

830
761

980

740
1,000

7

-10

10

8 10
0

500

-32
-40

-50

-30

その他

１６

0

機能素材 加工材料 電子 自動車・
エネルギー

生活関連 機能素材 加工材料 電子 生活関連

その他・
全社共通・
連結消去

その他 自動車・
エネルギー

※14/03期より、従来機能素材セグメントに含まれていた半導体・ＨＤＤ業界向け研磨剤販売事業を電子セグメントへ移管、同じく機能素材セグメントに含ま
れていた化粧品業界向け原材料販売事業を生活関連セグメントへ移管しております。13/03期実績についても組替後の数値に変更し記載しています。



20142014年３月期セグメント別見通し（当初見通し年３月期セグメント別見通し（当初見通しvsvs修正見通し）修正見通し）

＜セグメント別 売上見通し＞ ＜セグメント別 営業利益見通し＞

当初見通しと比較し、全体で減額見通し

2,550

3,000
14/03(当初)

14/03(修正)
90

90
14/03(当初)

14/03(修正)

（単位：億円） （単位：億円）

1,810

2,400

2,000

2,500

52 50
46

40

69

50

70

1,490

1,700

1,4201,500

13

27

40

15

2730

940
840

980

740

1,000

-10

10

10 10
0

500

-40-40
-50

-30

その他

１７

0

機能素材 加工材料 電子 自動車・
エネルギー

生活関連 機能素材 加工材料 電子 生活関連

その他・
全社共通・
連結消去

その他 自動車・
エネルギー

営業利益営業利益 増減要因増減要因（前期実績（前期実績 vsvs 当初見通し当初見通し vsvs 修正見通し）修正見通し）

国内 ＋13 国内 ＋１

（単位：億円）

▲14

国内 ▲３
製造子会社の採算が計画比悪化

海外 ▲６
北東ｱｼﾞｱでの樹脂販売が計画比減少+5国内 ＋６

赤字製造子会社

国内 ＋13
ｽﾏﾎ・ﾀﾌﾞﾚｯﾄ
関連好調

海外 ＋13
同上

国内 ＋１
小型電源販売増加

海外 ＋３
自動車関連増加

200
▲14

▲7
▲6

国内 ▲３
ｽﾏﾎ・ﾀﾌﾞﾚｯﾄ関連ﾋﾞｼﾞﾈｽが下期減少
薬液ﾘｻｲｸﾙﾋﾞｼﾞﾈｽが下期減少

海外 ▲18
ガラス薄型加工ﾋﾞｼﾞﾈｽが減少

+26

▲10

赤字製造子会社
収益改善

海外 ＋11
OA・家電向け樹脂
販売好調

150

+8 ±0±0国内 ▲３
ﾅｶﾞｾｹﾑﾃｯｸｽ㈱
製品低調

+18
192 ▲21

+2

事業拡大に向けた先行投資

㈱林原コスト増 ▲5
（原料費・償却費・開発費）

海外市場開発費増 ▲3
ﾋﾞｭｰﾃｨｹｧ製品事業
市場開拓費増 ▲2

150

155
157

製品低調
海外 ▲２

東南ｱｼﾞｱ地域減少

国内 ＋０
自動車関連部材増加
小型電源開発遅れにより
販売無

海外 ＋２
中国での自動車関連増加

国内 ＋２
塗料関連増加

海外 ＋６
北東・東南ｱｼﾞｱ増加

市場開拓費増 ▲2
酵素事業償却費増 ▲2
後発薬関連
償却費・開発費 ▲2

100

中国での自動車関連増加

14/03期
当初見通し

14/03期
修正見通し
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中期経営計画「中期経営計画「 」」中期経営計画「中期経営計画「 」」

１９

中期経営計画「中期経営計画「 」の進捗状況」の進捗状況

【重点分野における事業強化】

バイオ関連技術を活用した分野１

【重点分野における事業強化】

● ㈱林原 主力製品の販売は堅調に推移。新製品（多分岐グルカン）は、販売戦略を構築中
● ㈱林原製品の海外事業展開を本格化 各地域ごとに代理店起用の見直しやアプリケーションラボの設置などにより

環境・エネルギー関連技術を活用した分野２

● ㈱林原製品の海外事業展開を本格化。各地域ごとに代理店起用の見直しやアプリケ ションラボの設置などにより、
新規用途・新規顧客の開発活動を推進中

● ナガセＲ＆Ｄセンターは、バイオ関連技術を核とした基礎研究と基盤技術獲得に特化する体制へ再編

エレクトロニクス関連技術を活用した分野３

● 再生可能エネルギーの固定価格買取制度により、太陽光発電システム用PVパネル販売が増加
● ㈱キャプテックスは、環境対応車向け補助電源用蓄電システムプロジェクトがペンディング。その他開発案件では、

BEMS用の大型蓄電池に注力

エレクトロニクス関連技術を活用した分野３

【運営基盤 強化】

● スマートフォン・タブレット端末向けの電子部品・商材の横展開
● カーエレクトロニクス関連の部材・素材の開発活動を推進

【運営基盤の強化】

● 「投資ガイドライン」に基づく投資後のモニタリングなど事業評価を継続実施
● グループ製造会社において品質保証体制の強化および労働安全衛生管理の改善活動を実施
● グローバル人材育成

【目標数値】 2012年度実績 2013年度見通し 2014年度目標

売上高 6,662億円 7,250億円 8,000億円

本社および海外現地法人にて研修制度を充実。 海外現地法人において人事制度の標準化を推進

２０

営業利益 155億円 157億円 300億円

ROE 6.5％ 5.0％ 8.0％



「「 」」 における投資実績における投資実績

製造業比率（売上高）
13%

製造機能、研究開発機能、技術・情報力、グローバルネットワークを強化する投融資の実行
により、独自性・優位性を創出し、事業の質の向上と企業価値の向上を図っております。

製造業比率（売上高） 投資（３年間）
（億円）

予定

４００億円
10%

15%

800 

1,000 
海外製造会社
国内製造会社
製造業比率

重点分野を

４００億円

実績0%

5%

0

200 

400 

600 

40%80

製造業比率（営業利益）
（億円）

重点分野を
中心とした新規投資

300億円

実績

１６０億円

0%0 

01/3 02/3 03/3 04/3 05/3 06/03 07/03 08/03 09/03 10/03 11/03 12/03 13/03 14/03(予)

24％
13/09実績
４０億円

20%

30%

40%

40 

60 

80 
海外製造会社
国内製造会社
製造業比率

既存設備更新

100億円

13/03実績

120億円

４０億円

0%

10%

0 

20 

01/3 02/3 03/3 04/3 05/3 06/03 07/03 08/03 09/03 10/03 11/03 12/03 13/03 14/03

(予)

100億円 120億円

-10%-20 
(予)

２１

業業 績績 おお よよ びび 投投 資資 額額 推推 移移

拡大･強化拡大･強化変 革変 革 推 進推 進
事業と運営の

質の向上
事業と運営の

質の向上
“ CHANGE”の

加速
“ CHANGE”の

加速

ＷＩＴ２０００ＷＩＴ２０００ＷＩＴ２０００ＷＩＴ２０００ ＷＩＴ２００８ＷＩＴ２００８ＷＩＴ２００８ＷＩＴ２００８ＷＩＴＷＩＴ2121ＷＩＴＷＩＴ2121

←400億円→←277億円→←237億円→←202億円→ ←1,074億円→

質の向上質の向上

““ CHANGE” ” 11

投資額

加速加速

300

3508,000
売上高

（億円） （億円）

200

2507,000
営業利益

150

200
6,000

50

1005,000

04,000
01/03 02/03 03/03 04/03 05/03 06/03 07/03 08/03 09/03 10/03 11/03 12/03 13/03 14/03

(予)

15/03

(予)

２２



収益力の向上と企業体質の 層の充実強化を図り 連結業績連動を基礎とした

配配 当当 状状 況況

収益力の向上と企業体質の一層の充実強化を図り、連結業績連動を基礎とした、

株主の皆様への安定配当を継続して行うことを基本方針としており、連結配当性向

および連結純資産配当率を勘案して、１株当たり配当額の向上を目指します。
（%）

240
（%）（%,円）

30

28 1

10

20

18 17 1616

22
24

26 28

00

10

10
15

18 17 1616

00
05/03 06/03 07/03 08/03 09/03 10/03 11/03 12/03 13/03 14/03(予)

1株当たり配当金（左軸） 配当性向(左軸) DOE(右軸)
05/03 06/03 07/03 08/03 09/03 10/03 11/03 12/03 13/03 14/03(予)

（%）

２３

配当性向 12.3 14.9 17.0 21.8 35.4 27.3 22.1 36.0 23.4 30.1

DOE 0.79 1.06 1.15 1.08 1.07 1.08 1.42 1.52 1.53 1.51

※14/03期の期末配当は、2014年6月開催予定の株主総会にて付議予定

樹脂事業について樹脂事業について樹脂事業 て樹脂事業 て

執行役員 ポリマーグローバルアカウント事業部長
若 林 市 廊

２４



目目 次次

当社樹脂事業の歴史

当社のグローバル樹脂販売規模

事業セグメント

ポリマープロダクツ事業部 概要ポリマ プロダクツ事業部 概要

自動車材料事業部 概要

ポリマ グロ バルアカウント事業部 概要ポリマーグローバルアカウント事業部 概要

当社樹脂事業の特徴

当社 ジ 販売拠点ネ ト ク当社のアジア販売拠点ネットワーク

製造・開発機能について

日・台 資本による中国事業展開

事業成長戦略事業成長戦略

事業成長に向けて
２５

当当 社社 樹樹 脂脂 事事 業業 のの 歴歴 史史

1961年 合成樹脂部を新設

イーストマンコダック社1)製品の輸入販売開始

1966年 セツナン化成株式会社設立

1968年 ゼネラルエレクトリック（GE）社2)と国内総代理店契約締結

1969年 セツナン化成株式会社にてGE社製品の製造開始

1971年 日本にGE社との合弁会社

エンジニアリング・プラスチック株式会社3)設立

1974年 GE社製品の海外販売開始

1975年 西部ナガセプラスチック製品株式会社4)設立

1980年 GE社と中国を除くアジア圏での総代理店契約締結

1985年 イーストマンコダック社と代理店契約締結

1990年 台湾に華立企業との合弁会社長華塑膠股份有限公司設立

1998年 中国に上海華長貿易有限公司を設立

2001年 GE社との国内総代理店契約解消

2004年 GE社とのアジア圏（除く中国）総代理店契約が非独占契約へ

2006年 ベトナムに大日精化工業株式会社との合弁会社

Dainichi Color Vietnam Co., Ltd.設立

1）イーストマンコダック社化学品部門が1994年に分離独立し、現在はイーストマンケミカル社1）イ スト ン ダック社化学品部門が1994年に分離独立し、現在はイ スト ンケミカル社
2）2007年 SABIC社がGE社の樹脂事業を買収し、現在はSABIC Innovative Plastics社
3）後のGE Plastics Japan社で現在のSABIC Innovative Plastics Japan社（2007年からSABIC社 100％出資会社）
4）現ナガセプラスチックス株式会社

２６



当社のグローバル樹脂販売規模当社のグローバル樹脂販売規模

Nagase Group Global Total  :  1,810億円

JapanUSA&EU Japan
550億円G C

830億円

USA&EU
50億円

億

1 810

1,500

2,000

ASEAN
380億円

1,480 
億円

1,810
億円

0

500

1,000

顧客製造拠点の海外移転に伴い、樹脂販売事業においては、
本 グ タ イ 欧米 連携が重要とな き る

0
10/03期 13/03期

日本・グレーターチャイナ・アセアン・欧米の連携が重要となってきている

※ＧＣ：グレーターチャイナ

２７

事事 業業 セセ ググ メメ ンン トト

重点分野（バイオ、環境・エネルギー、エレクトロニクス）

バリ チ ン

供給供給

バリューチェーン

供給
加工材料加工材料
セグメントセグメント

協業機能素材機能素材
セグメントセグメント 電子化学品電子化学品

事業部事業部
電子資材電子資材
事業部事業部

電子セグメント電子セグメント

供給協業

協業色材色材事業部事業部機能化学品機能化学品
事業部事業部

事業部事業部 事業部事業部

自動車・エネルギーセグメント自動車・エネルギーセグメント

供給協業

協業

ポリマーグローバルポリマーグローバル
アカウント事業部アカウント事業部

協業

スペシャリティスペシャリティ

自動車材料自動車材料
事業部事業部

エネルギーエネルギー
事業室事業室

供給

協業

協業

ポリマープロダクツポリマープロダクツ
事業部事業部

ケミカル事業部ケミカル事業部

生活関連セグメント生活関連セグメント

ﾗｲﾌ＆ﾍﾙｽｹｱﾗｲﾌ＆ﾍﾙｽｹｱ
製品事業部製品事業部

ビューティケァビューティケァ
製品事業部製品事業部製品事業部製品事業部 製品事業部製品事業部

２８



ポリマープロダクツ事業部ポリマープロダクツ事業部 概要概要

 業界
電機・電子業界、コスメ・トイレタリー業界、機能性フィルム・シート業界

樹脂販売規模
60億円

 取扱製品
樹脂（Eastman社）、フィルム・シート製品、フィルム・シート向け機能性添加剤、

表面欠陥検査装置等

 ビジネス形態
従来の仲介ビジネスを収益基盤とするが、オリジナル機能性フィルム・シート製品の

開発・販売に主体を置く

 特徴
・ 特徴ある樹脂をベースにしたシート・フィルム開発、特徴ある加工技術を持つ会社との共同開発

を核としたオリジナル製品開発

・ 旭化成イーマテリアルズ㈱とのJVであるサンデルタ㈱は、旭化成との共同事業開発を担う

・ フィルム・シートの検査設備「スキャンテック」という自社製品を持つ・ フィルム・シートの検査設備「スキャンテック」という自社製品を持つ

Film Resin Products Machine
２９

自自 動動 車車 材材 料料 事事 業業 部部 概概 要要

 業界
自動車業界（国内外の自動車メーカー、部品メーカー）

 取扱製品

樹脂販売規模
500億円

 取扱製品
樹脂原材料（PP,エンプラ）、自動車部品、副資材（内装用表皮、緩衝部材、塗料等）

 ビジネス形態

樹脂関連商品を中心に、上記商品のマーケティング＆セールス

部品メーカーとの海外JV運営

 特徴 特徴

・樹脂原材料事業・有力部品メーカーとの製造合弁＆出資による取引関係・機能強化を目指す

・海外ビジネスの拡大 （北米・ASEAN・中国に注力）

・カーエレクトロニクス材料・部品の開発に注力

受注

設計
原料供給 樹脂成形

塗装

加飾

販売

受注

強化

設計 加飾 受注

【技術導入】
メッキ技術
加飾技術
塗料技術

JV 出資等

従来の原料販売

JV、出資等

30

３０



ポリマーグローバルアカウント事業部ポリマーグローバルアカウント事業部 概要概要

◆ 業界◆ 業界
事務機、電機・電子、家電、包材

◆ 取扱製品
機能性樹脂、汎用樹脂、副資材、合成樹脂製品、合成樹脂関連機器・装置、金型

樹脂販売規模
1,250億円

機能性樹脂、汎用樹脂、副資材、合成樹脂製品、合成樹脂関連機器 装置、金型

◆ ビジネス形態
仲介ビジネスが主体、国内外で物流・在庫機能を提供

◆ 特徴
国内外のネ トワ クが強み国内外のネットワークが強み
樹脂開発・製造機能を持つ

◆ 事業運営体制

ポリマ グロ バルアカウント

加 工 材 料 セ グ メ ン ト

色材事業部
ポリマープロダクツポリマーグローバルアカウント

事業部
色材事業部

ポリマ プ ダクツ
事業部

事業部長
海（海外）

日本アセアン グレ タ チ イナ 国内外関係会社日本アセアン グレーターチャイナ 国内外関係会社

地域事業担当 地域事業担当 地域事業担当

３１

当当 社社 樹樹 脂脂 事事 業業 のの 特特 徴徴

基盤
・国内外での販売拠点網・ネットワーク
・日台資本による中国展開基盤 ・日台資本による中国展開
・経験豊富な人的リソース

機能
・国内外でのLogistic Service
・開発・製造、ラボラトリー機能
・エンドユーザーへのスペックイン（材料認定）活動

・グローバル樹脂メーカーとのパートナーシップ

ンド ザ のス ックイン（材料認定）活動

サプライヤー SABIC-ＩＰ、EASTMAN CHEMICAL、旭化成、住友化学、
三菱エンジニアリングプラスチックス、BASF、DuPontなど

顧客
・ネットワークを通じたグローバルアカウントカバレージ
・日系のみならず、欧米、台湾、韓国、中国など

非日系顧客と多数取引非日系顧客と多数取引
・樹脂販売にとどまらないパートナーシップを構築
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当社のアジア販売拠点ネットワーク当社のアジア販売拠点ネットワーク

天津

大連 ソウル

長春

グレーターチャイナ・韓国 ： 11現地法人・29拠点を20都市に展開

上海

大連

武漢

ソウル

蘇州

青島アセアン・中東 ： 9現地法人&支店・16拠点を15都市に展開

台北

広州

武漢

グルガオン

ドバイ

厦門

寧波

台中

重慶
成都

長沙ダッカ

香港
広州

深圳ハノイ

バンコク

ムンバイ

東莞
台中

岡山

マニラ

ホーチミン

バンコク
シラチャ

ペナン

クアラルンプール

シンガポ ル

ジョホールバル

シンガポール

ジャカルタ

３３

製造・開発機能～樹脂コンパウンド製造・開発機能～樹脂コンパウンド

セツナン化成株式会社 Dainichi Color Vietnam Co., Ltd.

会社設立 ： 1966年（昭和41年）
資本金 ： 3億円
株主 ： 長瀬産業（100%）

会社設立 ： 2006年（平成18年）
資本金 ： US$8.7百万
株主 ： 大日精化工業株式会社（60%）

長瀬産業株式会社（ ）主な事業 ： 合成樹脂の製造・加工・販売
工場 ： 関西（テクノステージ和泉）工場

関東（真岡第2工業団地）工場

長瀬産業株式会社（40%）
主な事業 ：合成樹脂コンパウンド及び

着色剤の製造・販売

工場 ： ハノイ（ベトナム）
第 場 タ バ ブ ド第1工場-マスターバッチブレンド
第2工場-樹脂コンパウンド

ナガセアプリケーションワークショップ （尼崎）ナ リケ シ クシ ッ （ 崎）

当社が個別分野別にお客様へ提供してきた技術サービスの拠点を
1ヵ所に集約し、末端顧客との材料共同開発や
きめ細かな技術サポートにより、従来の原材料販売スタイルをきめ細かな技術サポ トにより、従来の原材料販売スタイルを
より効果的に展開致します。
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日日・台・台 資本による中国展開資本による中国展開 –– NagaseNagase WahWah LeeLee PlasticsPlastics Corp.Corp.

社名 長華塑膠股份有限公司
（NAGASE WAH LEE PLASTICS CORP.)

設立 1990年

資本金 NT$100,000,000

資本構成 当社グループ 60% / 華立企業グループ 40%
（華立企業=Taiwan Stock Exchange上場企業）

主な事業 樹脂及び関連製品販売主な事業 樹脂及び関連製品販売

拠点 本社：台北/台湾、営業拠点：台中、岡山（ガンシャン）/台湾

グループ企業 ・上海華長貿易有限公司グループ企業 ・上海華長貿易有限公司
拠点：上海、蘇州、寧波、成都、重慶

・長華国際貿易（深圳）有限公司
拠点 深圳 広州 厦門拠点：深圳、広州、厦門

日・台の資本組合せで台湾のみならず、中国市場にてビジネス展開
グレ タ チャイナ圏での樹脂ビジネスにおいて欠かせない中核企業へと成長グレーターチャイナ圏での樹脂ビジネスにおいて欠かせない中核企業へと成長
顧客の中国における生産拠点が沿岸部から内陸部へ移る状況に応じて内陸拠点も整備

３５

事業成長戦略～企業と企業を繋ぐ活動事業成長戦略～企業と企業を繋ぐ活動

商品・加工技術・ノウハウなど 顧客

日系企業 日系企業日系企業 日系企業

長瀬産業

非日系企業 非日系企業

今後の成長エリア長

３６



事業成長戦略～事業成長戦略～GCGC EmergingEmerging MarketMarketへのへの深耕深耕

中西部（華中）地区への深耕
華北地区でのカバレ ジ拡大華北地区でのカバレージ拡大

天津長瀬国際
貿易有限公司

上海華長貿易
有限公司

長華塑膠股份

上海長瀬貿易
有限公司

長華塑膠股份
有限公司

長瀬(香港)有限公司
当社既存拠点

長瀬(香港)有限公司
長華国際貿易（深圳）有限公司
広州長瀬貿易有限公司

３７

事業成長戦略～アセアン市場拡大対応事業成長戦略～アセアン市場拡大対応

中国での労務費高騰
日中関係の冷え込み
新興市場向け生産拠点の確保
安価な労働力の確保

チャイナ+1の動き
⇒輸出加工型製造拠点として、

アセアン 特に タイ ベトナムアセアン、特に、タイ、ベトナム、
フィリピンが注目される
・中国からの生産移管
・新規製造拠点投資新規製造拠点投資

拡 が市場拡大が見込まれるタイ、
ベトナム、フィリピンへ経営資源投下、
リソースの拡充を行い、重点注力
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事業成長戦略～環境配慮型ビジネス推進と独自商品開発事業成長戦略～環境配慮型ビジネス推進と独自商品開発

環境配慮型ビジネス推進
EPEAT（電子製品の環境に与える影響の総合評価システム）対応でテレビ、パソコン、事務機などの
用途では、市場回収材を使用したリサイクル材料（Post Consumer Recycle）のニーズが高まっています。

顧客 当社・NAW・セツナン化成
市場

回収

用途では、市場回収材を使用したリサイクル材料（ y ）の が高ま て ます。
当社はグループ内の開発・製造機能を活用し、顧客ニーズに対応していきます。

顧客
洗浄・粉砕

当社 NAW セツナン化成

フォーミュレーション・製造市場
PCR材料

販売
製品

販売

独 自 商 品 開 発

顧客ニーズに基づく材料開発により
ソリューション提案 当社

シーズアウト型製品で用途開発・

市場 独自商品開発

ソリューション提案

３９
※NAW：ナガセアプリケーションワークショップ

事事 業業 成成 長長 にに 向向 けけ てて

事業基盤・当社の強み
人材 ネ トワ ク サプライヤ パ トナ シ プ 海外を含めた 体運営人材・ネットワーク・サプライヤーパートナーシップ・海外を含めた一体運営

成長戦略成長戦略
地域戦略・顧客戦略・製販一体ビジネス

ユニークな特徴を活かして事業成長を目指します
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知恵をビジネスにする技術・情報企業

http://www.nagase.co.jp

当プレゼンテーション資料には、2013年11月26日時点の将来に関する前提・見通し・計画に基づく
予測が含まれています。世界経済・競合状況・為替変動等に関わるリスクや不確定要因により、
実際の業績が記載の予測と異なる可能性があります実際の業績が記載の予測と異なる可能性があります。

（参考資料）セグメント別（参考資料）セグメント別概況概況（参考資料）セグメント別（参考資料）セグメント別概況概況



機機 能能 素素 材材 セセ ググ メメ ンン トト

売上高

◇機能化学品事業は 塗料関連の売上が増加し ウレタン

＜所在地別売上高・営業利益＞
（億円）

13/03期 14/03期

８３４億円（V９５％）

◇機能化学品事業は、塗料関連の売上が増加し、ウレタン
原料は前年並みに推移したものの、樹脂原料・添加剤
関連の売上が減少したほか、東南アジアでの基礎化学
品の売上の減少等により減収

中間 通期 中間 前期比 通期（予） 前期比

国　内 817 1,577 816 100% 1,659 105%

売

13/03期 14/03期

◇スペシャリティケミカル事業は、加工油剤・界面活性剤関
連の売上は前年並みとなるも、シリコーン原料及びフッ素
関連の売上の減少等により減収

海　外 255 474 219 86% 451 95%

連結調整 ▲ 197 ▲ 405 ▲ 202 - ▲ 410 -

売

上

高

営業利益

◇減収の影響のほか 国内において一般管理費が

合　計 875 1,645 834 95% 1,700 103%

国　内 21 38 18 87% 38 99%

高

営

２２億円（V８８％）

◇減収の影響のほか、国内において 般管理費が
増加したこと等により減益

2014年3月期 見通し

海　外 2 3 3 134% 7 216%

連結調整 1 1 ▲ 0 - ▲ 0 -

業

利

◇国内の自動車および建築関連の需要が堅調
◇海外は自動車関連が堅調
→全体として増収増益となる見通し

※上記数値は、所在地別の連結会社数値の合算になります。
地域間連結消去を加味していない為 連結調整項目にて調整しております

合　計 25 43 22 88% 46 105%益

地域間連結消去を加味していない為、連結調整項目にて調整しております。
※13/03期は14/03期からの組織変更を考慮した数値になります。
※14/03期の通期見通しは、本第２四半期にて修正した数値になります。

加加 工工 材材 料料 セセ ググ メメ ンン トト

売上高

◇色材事業は、顔料・添加剤および情報印刷関連材料

＜所在地別売上高・営業利益＞
（億円）

13/03期 14/03期

１,１８４億円（V１１０％）

◇色材事業は、顔料 添加剤および情報印刷関連材料
の売上の増加等により増収

◇OA・家電用途関連事業は、樹脂原料の売上が国内に
おいて前年並みとなるも、北東アジア・東南アジアの売

中間 通期 中間 前期比 通期（予） 前期比

国　内 795 1,551 777 98% 1,581 102%

/ 期 / 期

売 おいて前年並みとなるも、北東アジア 東南アジアの売
上の増加等により増収

◇機能性ﾌｨﾙﾑ･ｼｰﾄ及び樹脂成型品関連事業は、液晶
用ﾃﾚﾋﾞ反射板材料及びｹﾞｰﾑ機向け反射防止シートの

海　外 572 1,167 714 125% 1,439 123%

連結調整 ▲ 292 ▲ 576 ▲ 306 - ▲ 621 -

売

上

高 用ﾃﾚﾋ 反射板材料及びｹ ﾑ機向け反射防止シ トの
売上の減少等により減収

営業利益

合　計 1,075 2,142 1,184 110% 2,400 112%

国　内 8 15 7 91% 17 114%

高

営 １８億円（V１０９％）

◇北東アジア地域において基幹ｼｽﾃﾑを導入したこと等
による一般管理費の増加があったものの、増収により
増益

2014年3月期 見通し

海　外 10 17 11 108% 22 125%

連結調整 ▲ 1 ▲ 1 0 - ▲ 0 -

業

利

2014年3月期 見通し

◇国内における樹脂販売が増加
◇海外におけるOA・家電向け樹脂販売が好調に推移

全体として増収増益となる見通し

※上記数値は、所在地別の連結会社数値の合算になります。
地域間連結消去を加味していない為、連結調整項目にて調整しております。

合　計 17 31 18 109% 40 126%益

→全体として増収増益となる見通し
（特に北東アジア、東南アジアが好調に推移）

地域間連結消去を加味していない為、連結調整項目にて調整しております。
※13/03期は14/03期からの組織変更を考慮した数値になります。
※14/03期の通期見通しは、本第２四半期にて修正した数値になります。



電電 子子 セセ ググ メメ ンン トト

売上高

◇電子化学品事業は 重電 弱電業界向け変性 ﾎﾟｷｼ樹脂

＜所在地別売上高・営業利益＞
（億円）

13/03期 14/03期

７１９億円（V１１８％）

◇電子化学品事業は、重電・弱電業界向け変性ｴﾎ ｷｼ樹脂
関連が堅調に推移したことや、液晶ﾊﾟﾈﾙ製造用薬液及び
欧米でのHD業界向け機械装置の売上の増加等により増収

◇電子資材事業は LED関連部材の売上が減少したものの

中間 通期 中間 前期比 通期（予） 前期比

国　内 640 1,281 704 110% 1,365 107%

海 外 337 705 410 122% 806 114%
売

◇電子資材事業は、LED関連部材の売上が減少したものの、
ﾀｯﾁﾊﾟﾈﾙ用部材の売上が前年並みになったほか、液晶用
ﾌｨﾙﾑ関連の売上が大幅に増加したこと等により増収

海　外 337 705 410 122% 806 114%

連結調整 ▲ 365 ▲ 712 ▲ 395 - ▲ 751 -

上

高

営業利益

◇売上の増加に伴い増益

合　計 611 1,274 719 118% 1,420 111%

国　内 15 33 24 158% 42 127%営

３９億円（V１２８％）

2014年3月期 見通し

海　外 16 33 15 96% 27 81%

連結調整 ▲0 ▲ 3 0 - ▲ 1 -

業

利

◇上期好調であったスマホ関連が減速し液晶用ﾌｨﾙﾑ関連
及びﾀｯﾁﾊﾟﾈﾙ用部材の売上が減少

◇薬液ビジネスも生産調整により売上が減少
◇ガラス薄型加工ビジネスが低調に推移※上記数値は、所在地別の連結会社数値の合算になります。

地域間連結消去を加味していない為、連結調整項目にて

合　計 31 64 39 128% 69 107%益

→上期好調の影響から、通期で増収増益となる見通し
地域間連結消去を加味していない為、連結調整項目にて
調整しております。（のれん償却含む）

※13/03期は14/03期からの組織変更を考慮した数値になります。
※14/03期の通期見通しは、本第２四半期にて修正した数値になります。

自動車・エネルギーセグメント自動車・エネルギーセグメント

売上高
＜所在地別売上高・営業利益＞

（億円）

13/03期 14/03期

４７４億円（V１１２％）

◇自動車関連事業は、国内において自動車生産台数増
加に伴い、自動車関連部材販売（ｴｺｶｰ等）が好調 に
推移したことや、中国及び北米における売上の増加
等により増収

中間 通期 中間 前期比 通期（予） 前期比

国　内 246 476 247 101% 509 107%

/ 期 / 期

売 等により増収

◇エネルギー事業は、産業用途のPVｼｽﾃﾑやﾘﾁｳﾑｲｵﾝ
電池向け商材の売上の増加等により増収

海　外 255 504 306 120% 640 127%

連結調整 ▲ 79 ▲ 150 ▲ 79 - ▲ 169 -

上

高

営業利益

◇売上の増加に伴い増益

合　計 421 830 474 112% 980 118%

国　内 ▲ 1 ▲ 4 ▲ 1 - ▲ 3 -営

８億円（V１４７％）

2014年3月期 見通し

海　外 8 13 9 116% 18 142%

連結調整 ▲ 1 ▲1 ▲ 0 - ▲ 0 -

業

利

◇上期に引き続き自動車関連は国内、海外ともに好調に推移
（特に北東アジアでの販売が増加）

→自動車関連が好調に推移し全体として増収増益となる見通し
※上記数値は、所在地別の連結会社数値の合算になります。

地域間連結消去を加味していない為、連結調整項目にて調整しております。

合　計 5 7 8 147% 15 196%益

※13/03期は14/03期からの組織変更を考慮した数値になります。
※14/03期の通期見通しは、本第２四半期にて修正した数値になります。



生生 活活 関関 連連 セセ ググ メメ ンン トト

売上高

事 食 向

＜所在地別売上高・営業利益＞

（億円）

13/03期 14/03期

３６５億円（V１００％）

◇ﾗｲﾌ&ﾍﾙｽｹｱ製品事業は、食品業界やｽｷﾝｹｱ業界向
け機能性糖質の販売が好調に推移したものの、不採
算品の終売や原薬・中間体の販売が低調であったこと
等により減収

中間 通期 中間 前期比 通期（予） 前期比

国　内 431 890 457 106% 934 105%

海 外

売

◇ﾋﾞｭｰﾃｨｹｧ製品事業は、既存商品は低調であったもの
の、健康食品・飲料などの新商品の販売が好調に推
移したこと等により増収

海　外 35 81 52 148% 104 128%

連結調整 ▲ 101 ▲ 211 ▲ 144 - ▲ 298 -

上

高

営業利益

◇㈱林原の一般管理費の増加等により全体で減益

合　計 366 761 365 100% 740 97%

国　内 36 72 29 81% 56 78%営
１４億円（V７２％）

◇㈱林原の 般管理費の増加等により全体で減益

2014年3月期 見通し

海　外 ▲ 0 ▲0 1 - 2 -

連結調整 ▲ 15 ▲ 31 ▲ 16 - ▲ 31 -

業

利

◇上期に引き続き国内外ともに機能性糖質の販売が好調
◇㈱林原にて基幹ｼｽﾃﾑ導入による償却費が増加
◇ﾋﾞｭｰﾃｨｹｧ製品事業は先行投資により一般管理費が増加
→全体として減収減益となる見通し

※上記数値は、所在地別の連結会社数値の合算になります。
地域間連結消去を加味していない為、連結調整項目にて
調整しております （のれん及び技術資産償却含む）

合　計 19 40 14 72% 27 66%益

調整しております。（のれん及び技術資産償却含む）
※13/03期は14/03期からの組織変更を考慮した数値になります。
※14/03期の通期見通しは、本第２四半期にて修正した数値になります。


